


お問い合わせ先 サンケン電気株式会社  管理本部  CSR室
〒 352-8666 埼玉県新座市北野三丁目 6 番 3 号
TEL 048-472-1116     FAX 048-472-1158

1 2018 CSR 報告書

編集方針

本 報 告 書 は、2017 年 度 の 当 社 グ ル ー プ の CSR（Corporate Social 
Responsibility : 企業の社会的責任）活動をステークホルダー（利害関係者）
の皆様にお伝えすることで、コミュニケーションの向上と活動内容の充実
を目指す目的で作成しています。

報告対象期間

2017 年度（2017 年 4 月 1 日〜 2018 年 3 月 31 日）
* 一部の報告には、 2018 年度の活動計画を含みます。

報告対象組織

本報告書の対象組織は、サンケン電気株式会社およびグループ会社とし
ています。

報告形態

本報告書は GRI ガイドライン第 4 版を参考にして、CSR活動の要点をま
とめたダイジェスト版となっております。
CSR活動の詳細につきましては下記のアドレスからご覧ください。
http://www.sanken-ele.co.jp/csr/

発行について

発　　行　2018 年 6 月

次回発行　2019 年 6 月 < 予定 >
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はじめに

　当社グループは、２０１8 年度に３ヵ年の中期経
営計画（１8 中計）をスタートさせました。
　長期的視点でサンケングループの「ありたい姿」
と、そこに至るまでの直近３年間の「あるべき姿」
をあらわしたものです。
この中計に対する我々の思いを

「Power Electronics　for Your Innovat!on」と
いうスローガンに表現しました。

お客様のイノベーションのために、
社員一人ひとりのイノベーションのために、
そして、社会のイノベーションのために、
サンケン電気はパワーエレクトロニクスを通じて
貢献していく企業になる 

という意志を込めています。

　そしてそれは、さまざまな戦略とその為の施策を
着実に実行し、「技術力」を高め、また「販売力」、「も
のづくり力」、「変化対応力」を磨きあげ、成果を出
して成長戦略を実現する決意に繋がります。
　我々は得意とする「半導体を生み出すプロセス技
術」、「ＩＣ・ＬＥＤ・センサーを組込むアッセンブ
リ技術」、「電源ユニットへ搭載する回路技術」、そ
して「大型電源を構築する装置化技術」のすべての
要素技術を充分に活かし、「電動化・デジタル化が
加速する未来市場に適合した製品」を提供し、人
と組織のパフォーマンスで成長する高収益企業とし
て、これからも社会に貢献して参りたいと考えてい
ます。

お客様のイノベーションのために
社員一人ひとりのイノベーションのために
そして、社会のイノベーションのために
サンケン電気はパワーエレクトロニクスを通じて
貢献していきます

トップメッセージ
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サンケンの CSR 経営
当社は昭和 21年９月に、電力会社の研究所であった

「東邦電力産業研究所」から独立し、今年 9 月には創
立７２周年を迎えます。

その「創立宣言」において、「産業・経済・文化の発
展への寄与」を掲げ、その精神は「経営理念」において

「半導体をコアビジネスに、パワーエレクトロニクスとそ
の周辺領域を含めた最適なソリューションを提供するこ
とを使命とし、世界各地の産業・経済・文化の発展に
寄与する」と明記され現在へ引き継がれてきました。

この「経営理念」の実践を通し、社会貢献すること
を CSR 活動の軸として、「社会との関わり」、「厳正な
企業経営」そして「地球環境の保全」といった観点か
ら CSR の取り組みを行っています。

また、E（環境）、C（遵法）、S（安全）、そして Q（品
質）、C（コスト）、D（納期）の追求など「厳正な企業
経営」のためにコンプライアンスおよびリスク管理を徹
底し、ガバナンス強化を図ると共に、社員一人ひとりの
アイデンティティを尊重し、働き方改革、健康経営を
推進する、人材オリエンテッドカンパニーを実現したい
と考えています。

CSR 経営のありたい姿
自然エネルギー利用の拡大、グローバル化、多様性

への対応、効率的働き方へのシフト、ＡＩや、IoTといっ
た新技術の台頭など、時代・環境の変化は益々加速し
ています。

変化著しい時代に勝ち残り、そして企業に課せられ
た社会のニーズに対応するために、事業活動とＣＳＲ活
動を一体化させたＣＳＲ経営を着実に実施することはま
すます重要性が高まっていると考えます。　　

全てのステークホルダーの皆様から、これまで以上
に産業・経済・文化の発展に貢献する価値ある企業と
認めていただくと共に、社員一人ひとりが尊重され自己
の成長を実感できる企業、今いる社員だけではなくて
3 年後に入ってくる現在のハイティーン、10 年後に入っ
てくる今のローティーンの人達が、サンケン電気グルー
プに入りたい、入ってよかったと言われるような企業に
なりたいと考えております。

本ＣＳＲ報告書を御一読頂き、当社の経営及びＣＳＲ
活動に対する御理解を深めて頂ければ幸いです。

2018 年 6 月

サンケン電気株式会社

代表取締役社長   



「LED 照明灯具」

法律に義務づけら
れた高層建造物に
設置され、航空機
の安全航行を確保

「LED 高光度航空障害灯」
リチウムイオン電池
を搭載し小型・長寿
命を実現した無停電
電源装置

「太陽光発電用蓄電装置（ESS）」
独自のソフトスイッチング
技術により、低騒音・小型
化を実現し、マンション、
学校、公共施設など設置場
所を選ばない

「太陽光発電用パワーコンディショナー」
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当社製品は、成長著しいエコ・省エネ関連分野において、
自動車、白物家電、LED 照明、産業機器などのさまざまな製品に使われています。
更に、新エネルギー、グリーン・インフラ市場へ商品展開していくことで
省エネに貢献しています。

「わたしたちの製品が使われているところ」

オフィス、FA、通信機器向け

「半導体デバイスやユニット電源」

自動車向けの様々な制御部分に搭載

「半導体デバイス」

エアコン、洗濯機、冷蔵庫などの
家電製品や太陽光発電向け

「半導体デバイス」

高度な情報・通信化
社会を支える通信基
地局用

「直流電源装置」

落雷や停電、予期せぬ電
源トラブルから、ハード
ウェアやデータを守る

「無停電電源装置」

省エネ、省資源、長寿命の
照明



特集1 環境対応製品

62018 CSR 報告書

スマートフォンに代表される移動通信
各事業者の基地局において通信用電源
装置は設置場所も限られ、多くが小型化、
軽量化、低消費電力化が進んでいます。
当然ながらその基地局内の装置に収容さ
れる「整流器ユニット」にも小型（高密
度実装）、軽量、高効率が要求されてき
ています。

このような状況の下、従来機種と比較
して多くの点を改善した高効率整流器ユ
ニットを新規に開発しました。

本製品の大きな特徴は、下表のとおり
ユニット外形の大幅な小型化です。

体積比で従来機種の約半分の大きさ
を実現したことで、使用部材削減の面か
らも省資源につながっております。

消費電力削減に関しても、様々な工夫
を施し、高効率化を達成しました。

通常使用されると考えられる 60% 負
荷時の効率改善に特に注力し、従来機
種に比べ５．４％も向上を達成、これによ
り、負荷が軽い状態の際でもCO2 削減、
ランニングコスト低減に寄与できます。

【消費電力削減の改善　ポイント】

①ＰＦＣ回路と呼ばれる力率改善回
路に使用しているダイオードの損
失を削減

②２次側の整流回路の方式を変更
③変換周波数帯を変更
④トランスの利用効率を負荷に応じ

て最適に調整
⑤従来は３相まとめて制御していた

回路方式を３相各相（Ｒ・Ｓ・Ｔ）
それぞれのブロックに分けて最
適制御出来るように方式を変更

出荷数量は1,500 ユニット/ 年間を予
定しています。新旧比較しますと年間で
100% 負荷の時は、1,133トンの CO2

削減、60% 負荷の時は、862トンの
CO2 削減に寄与します。（グラフ参照）

今後はさらなる効率向上に向け、開発
を継続していきます。

小型（ハーフサイズ）・薄型（１Unit）　４８Ｖ５０Ａ高効率整流器ユニットの開発
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　 従来機種 開発機種

幅（ｍｍ） 480 229

高さ（ｍｍ） 43 42

奥行き（ｍｍ） 400 400

体積（㎤） 8,256 3,848

　 従来機種 開発機種 改善率

100％負荷の時 91.60％ 96.08％ 4.48％

60％負荷の時 90.74％ 96.14％ 5.4%

開発機種

従来機種との比較

53％削減
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自動車市場においてハイブリッド自動
車（HEV）、電気自動車（EV）の需要が
高まっています。

自動車のエアコンシステムでは、ガソ
リン自動車の時はエアコン温度調節す
るための動力に油圧コンプレッサーを使
用していました。しかし、ＨＥＶ、ＥＶ
自動車では高電圧リチウム電池を電源と
して動作する電動コンプレッサーが搭載
されており、それを駆動するための三相
モータードライバーも必要になります。
これは、これからの車における新しい
市場であり、従来は、ディスクリート品
で組み上げていたものを IC 化する流れ
にもなっています。

今回、そのシステムに最適な製品とし
てモータに電流を供給するＦＳ–IＧＢＴ
とそのゲートを駆動する IC などを一つ
のパッケージに搭載した三相モータード
ライバー SAE6500 シリーズを開発し
ました。

当社は、家庭用白物家電に使用され

る同様製品には長年の実績があります
が、本製品は自動車用として特に「低熱
抵抗」、「絶縁距離確保」などの特徴を
実現するために新規パッケージ開発を
行ったものです。

また、モータ電流を回生するためのダ
イオードにも改良（ソフトリカバリー）を
加え車載用途で求められる低ノイズ特
性を実現しました。

さらに従来ディスクリート部品で構成
されていたものをひとつのパッケージ化
にすることにより小型、省スペース化（ト
ータルで 30％縮小）も実現することが
出来ました。

こうして小型化したことで電動コンプ
レッサーの筐体を利用し、放熱が可能
となりました。また、自動車の大敵であ
るノイズの発生の側面でもワンパッケー
ジ化し内部配線が短くなることでノイズ
が発生しにくくなりました。

現在、ＳＡＥ6500 シリーズは、「650V 
30Ａ品」、「650V 50A品」の製品があ

りますが、今後は「650V 50Ａ品」の
低コスト化などを考えています。

ＨＥＶ、ＥＶ車載電動コンプレッサー用ドライバーＩＣ（SAE6500 シリーズ）の開発

環境配慮のため、自動車の CO2 排出
量は、年々規制が強化され、自動車メ
ーカー各社では CO2 排出量の改善の一
環でオルタネータの高効率化も課題とな
っています。

「オルタネータ」について少し説明さ
せていただきます。

安全・快適に走行するために自動車の
多くの装置（例えば、ライト／パワース
テアリング／パワーウインドウ etc）に
は電気が必要です。走行中に発電し、
各装置やバッテリーへ電気を供給する役
目を果たしているのが「オルタネータ」
です。

オルタネータには、①ローターが回転
しステータコイルに交流電圧を発生さ
せ、②ダイオードを搭載したレクチファイ
アで整流し、③直流をバッテリーや各装
置へ供給 という機能があります。

オルタネータの中で通常 6 個搭載され
る当社製ダイオードが使われる環境は劣
悪です。熱いエンジンルーム内にあり、
整流に伴う発熱によって、 保証温度は
200℃超にもなります。さらにカバーな
どが無く外部に直接さらされる位置にあ
ります。

したがって、オルタネータ本体への実
装方法もはんだ付けではなく機械的に

はめこむプレスフィット型で設計してい
ます。

今回、特にお客様のご要望が強い「オ
ルタネータ用ダイオードの順方向降下電圧

（VF）低減」の開発を行いました。
順方向降下電圧（VF）をいかに小さ

く出来るか？この課題解決に向けて当社
独自の技術をプラスし、チップ（素子）
内部にＪＢＳ構造を採用しました。

JBSとは、Junction Barrier Schottky
の略で改良型ショットキー接合ダイオード
の一種です。

技術的にはＰＮ接合部を設けることで
サージ耐量を向上させ、さらにその間隔

車載向け高効率オルタネータ用　低VFダイオード SG-17VLEFの開発

特集1 環境対応製品

＜外形面積 比較結果＞
TO247 と比較して
約 26％の面積を削減する事が出来ます。
TO247 はパワー素子のみなので、
IGBT 駆動用の 3 相モータドライバ IC が別途必要です。

　　　　　　➡　　　　　　　　　　　
　　　　Total 30% 以上縮小

SAE6530P0DA01IKW50N60TA（TO247）× 6

約2920mm2	

約2160mm2	

約26%　Down
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オルタネータ

を狭くすることでＩＲ抑制（漏れ電流抑
制）も図った構造としています。高信頼
性については従来同等になっています。

成果として、 当社ダイオード単品で
VFを従来品から 30% 削減でき、ダイ

オード搭載オルタネータの出力効率も従
来品に対し 2 ～ 3% 程度改善すること
ができました。

今後は、さらなる効率改善で次世代
の低VF 品を開発する予定です。

家庭の消費電力量は、全体の約 25%
をエアコンが占めているといわれており
ます。そのため、家庭での省エネ対策
としては、エアコンの消費電力を削減
すれば大きな効果が得られます。エアコ
ンのみならず、白物家電をはじめとする
パワーエレクトロニクス製品において近
年、環境・エネルギーの観点から高効
率化が重要な課題となっています。

さらにインバータ、無停電電源装置
（UPS）などの産業機器分野、ハイブリ
ッド自動車（HEV）、電気自動車（EV）
といった車載分野などで使用されるパ
ワー半導体のスイッチングデバイスに対
しては低損失化だけでなく、高耐量化
も求められています。

以上のように各種機器への省エネ・安
全性への要求が高まる中、低損失化・
高耐量化を実現した「650V FS-IGBT」
を開発しました。　

たとえば、このデバイスはエアコンの
電子回路の一部として、消費電力の低
減と共に「高調波」という電源波形を
綺麗にする対策として欠かせない「力率
改善回路」と呼ばれる制御回路に使わ
れます。

ひとつ課題があります。各種機器の
電源部分の回路に使用される際には、
どうしても高周波対応のために IGBTの
スイッチングを高速化しなければなら
ず、そうした場合、オン電圧である VCE

（sat）が上昇してしまうという問題が発

生してしまいます。
そのため、高周波対応 IGBT として、

低スイッチング損失と低 VCE（sat）を両
立させるため、FS構造（Field Stop）の
IGBT を採用し、改善を図りました。

FS 構造で高周波化に対応すると共
に、高耐量化にも対応したことで、既
存の PT構造（Punch Through）IGBT
では困難であった市場についても IGBT
を適用することができました。

今後は、更なる低損失VCE（sat）型
に向けプロセス開発を実施していきます。

出荷数は、約 2.2 百万個 / 年間を予
定しており、本製品は様々な機器に搭
載されることで、大量の CO2 削減効果
を発揮するものと考えられます。

６５０Ｖ低損失高速フィールドストップ型　ＩＧＢＴの開発
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LED 照明の差別化のため、各社はこ
れまで発光効率をアピールしてきました
が、ここに来て発光効率が理論限界値
に迫り、発光効率での差別化が難しい
状況となってきました。

もちろん、これまでのような省エネの
ニーズはありますが、それ以上に、多様
な設置条件をクリアすることが求められ
ています。

当社は独自に位相制御による LED 制
御技術を開発し、LED 制御装置の劇的
な小型化により、LED 基板へ制御回路
を集積した AC ダイレクトLED モジュー
ルの製品化に成功しました。

小型化にも関わらず、照明に求められ

る性能を維持・強化しており、省スペー
スと高性能を両立しています。

例えば住宅設備ではこれまで照明に必
要な制御装置の設置場所を確保するた
めに、 収納庫の一部を使用したり、 背
面に隠したりすることが常識で、収納ス
ペースの圧迫や配線の煩雑化が課題とな
っていました。

当社の AC ダイレクトLED モジュール
では消費電力だけでなく、構成部材の
小型化と削減により電源又はアダプター
等を減らすことが出来ます。これにより
デザイン性の高い住宅設備機器の照明
の LED 化が実現し、LED ならではのデ
ザインと共に従来の蛍光灯器具よりも省

エネな製品が実現可
能です。

例えばある住宅設
備機器に使用された
LED 照 明では従 来
の蛍光灯照明に比較
して 66% の省エネ
を達成しております。
長寿命で交換の手間
及び廃却部材が省け

るのも大きな特徴です。
今後は埋め込み照明用途などにも展開

し、さらなる省エネ・CO2 排出量削減
など地球環境への貢献を目指していきま
す。

ACで直接駆動可能な住宅設備用 LED照明
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年間46トンの
CO2削減寄与

LED モジュール蛍光灯

蛍光灯 LED モジュール

消費電力 24W 8.0W

CO2 6.88kg 2.30kg

設計寿命 8,500H 40,000H

《置き換えによる CO2 削減寄与》
蛍光灯と LED モジュール比較（単体）

※設定：使用人数 4 人家族
省エネ法の「住宅事業建築主の判断の基準におけるエネ
ルギー消費計算方法の解説」の照明設備の年間点灯時
間から算出

　使用料金：22 円 /kWh CO2 換算係数：0.378kg/kWh
製品外観写真

マイクロプロセッサを使用せずに正弦波センサレス駆動を実現

高効率、低ノイズ、長寿命は、民生
用アプリケーションに不可欠な要件とな
っており、BLDC モーターの需要が増
加しています。 BLDC モーターは、デ
ータセンター、コンピュータ、家電機器、
バッテリ駆動機器の第一の選択肢にな
りつつあります。この BLDC モーター
と A5932 に搭載している高度な駆動
アルゴリズムを組み合わせることにより、
長寿命かつ高性能、高効率のソリュー
ションを実現できます。 またアレグロの
A5932 ファンドライバ IC は、理解しや
すい GUI（グラフィカル・ユーザー・イ

ンターフェース）を使用することで、マイ
クロプロセッサとソフトウェアの開発が
必要なくなり、開発サイクル時間を大幅
に短縮します。

A5932 には 3 相転流エンジンが内
蔵されています。 このアルゴリズムは、
可能な限り高い効率で動作するように
駆動電流を最適化し、全体の消費電力
を削減します。データセンターでは、冷
却に使用されるエネルギー量が総消費
電力の約半分になり得ることから、電
力消費が非常に重要視されています。そ
のため、わずかな効率改善を実現する

ことにより総消費電力が数 kWh が少な
くなり、CO2 排出量と運用コストが削
減できます。

本製品は閉ループ速度制御により、
ファンの単体構成または直列ブースト構

特集1 環境対応製品
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環境に関するトピックス

成において動作を最適化することがで
きます。速度制御を使用すると、温度
や他のシステム入力に基づいて共振を
防止し、冷却効率を向上させることがで
き、消費電力を削減できます。 さらに、
閉ループ速度制御を使用することによ
り、モータの製造公差により発生する
速度のばらつきを無視することができ、
外部での調整や較正の必要性がなくな
ります。

高度な集積化により、A5932 に少数
の外付け部品を組み合わせることで外
部 MOSFET ブリッジを駆動可能にし、
最大 400W の負荷に対応するソリュー
ションを提供します。またセンサレス転
流アルゴリズムにより、ホールセンサー、
接続ピン、電源バイアスが不要になり、
システムの消費電力が減少し、コストも
削減できます。さらにセンサレスソリュ
ーションでは、モーターの性能に影響を
与えるホールバラツキを無視できること
によって、モーターの生産を簡素化する
ことができます。

一般的にマイクロプロセッサーをベー

スとしたソリューションは、モー
ターやブレードの種類などで変わ
る様々な負荷条件に対してソフト
ウェアを開発し、テストする必要
があります。 アレグロの完全に
統合された転流アルゴリズムは、
搭載する EEPROM を変更する
ことにより、多種多様なモーター
負荷を駆動することができます。 
これはソフトウェア開発、コンパ
イル、デバッグする必要がないことを意
味し、すべてのパラメータを、シンプル
かつ理解しやすいグラフィックインター
フェイスで修正ができるため、市場投入
までの時間が短縮し、ソフトウェア開発
チームの負担を削減できます。

BLDC モーターは、従来のブラシ付
きモーターに比べ寿命がはるかに優れて
おり、またブラシ摩耗がないためメンテ
ナンス費用が削減できます。 しかしな
がら、ブラシの摩耗だけが問題ではあ
りません。 アレグロの正弦波駆動アル
ゴリズムは、トルクリップルの発生が低
く抑えられているため、モーターの振動

が低減し、結果的にベアリングの摩耗
を低減できます。この低振動および低ト
ルクリップルは、可聴ノイズを低減する
効果もあり、家電機器やコンピュータ用
途のファンにとっては重要な要素であり
ます。

アレグロの高集積三相センサレスゲー
トドライバ IC は、高度な正弦波モータ
ー駆動アルゴリズムと EEPROMを組み
合わせることにより、高性能なシステム
ソリューションを提供します。A5932
は、システムのパラメータを容易に設定
できる、最適なソリューションです。

一般的なマイクロプロセッサーベースの開発サイクルとアレグロソリュー
ション（容易に使用可能な GUI、IP・ソフトウェア開発削減）の比較

『LED「ペットボタルⓇ」海を渡る  グローバルでの環境意識高揚に役立つ』
JICA（独立行政法人国際協力機構）に協力し、4月20日に途上国で子供工作教室を
行いました。海外でも子供たちの笑顔、興味、学習に繋がる活動が出来ました。

場所：ミクロネシアポンペイ島　　U Church (ウー教会)
     　※ U は島に５つある首長区の一つの名称
講師：教会の牧師さん　　
生徒：20 名   工作物：LED「ペットボタルⓇ」

　現地の状況を伝え聞いたところ、次のような状
況で反響が大変よかった模様です。
　一般に途上国では日本で行われている理科の
科目はほとんど無く、電気・電流などについて基
礎知識が不足しており、例え良い教材があっても
期待通りの成果をあげるのはなかなか大変なこと
のようです。
　現場では教材や資材はいつも不足しており今回
の工作教室は、現地の人にとって大変ありがたい
支援であったとのことでした。

　今回、子供たちが興味を持ってLED「ペットボ
タルⓇ」工作に取り組むことで、楽しい時間を過ご
せた様子でした。分からないなりに友達と相談し
ながら工作を行い、完成後のLED「ペットボタルⓇ」
を見て喜んでいたようです。
　ソーラーパネルや蓄電池に対する理解はとも
かく、昼間に蓄電して、夜に光り、何度も使える
ということはなんとなく理解されたとのことです
ので、今回の LED「ペットボタルⓇ」工作を通し子
供たちが将来大人になったときに少しでも環境問

題の意識を持ってもらえればと思います。
　U（ウー）首長区は島の中心部から離れた地域
で、夜は街路灯もなく家の照明以外は真っ暗で
20個余りの LED「ペットボタルⓇ」の光はとても
明るく見えるとのことです。子供たちもいろい
ろな色があってとてもキレイだと感想を漏らし
ていたと聞きました。また、子供たちから多く
上がった声は、あぜのきらめきのような風景を
作りたいので『もっとたくさん LED「ペットボタ
ルⓇ」が欲しい 』でした。

実施に当たっては、
JICAシニアボランティア 
高橋 昭文様に大変お世

話になりました。



本報告書５ページの「私たちの製品
が使われているところ」で紹介してい
るように当社はパワーエレクトロニク
スの総合メーカーとして、社会のエコ
／省エネの貢献を図っています。

当社の主力事業は、パワー半導体で
あり、高効率電源を実現するパワーデ
バイスや車載用半導体など、さまざま
な半導体製品を展開しています。

そうした中、急速にビジネス規模を
拡大させているのが、モータドライバ
ー製品です。

その背景にあるのは、地球規模での
環境意識の高まりであり、エアコン、
洗濯機、冷蔵庫に代表される白物家電
機器に対しても、省エネルギー化の要
求が高まっています。

白物家電における省エネルギー化技
術には、モータ制御のインバータ化が
大きな割合を占めています。モータの
インバータ制御にはパワー半導体によ
る制御が必要となり、当社モータドラ
イバー IC 製品が多く使われています。

白物家電においては、インバータ化率
の高い国内市場に加え、インバータ化
率が低かった海外市場においても急速
にインバータ製品が普及しています。
エアコンにおいては、中国のノンイン
バータ規制導入に伴い、ファンモータ、
コンプレッサのインバータ化が急速に
進んでいます。冷蔵庫においては、大
容量冷蔵庫のインバータ化に加え、制
御基板を実装するスペースの問題でイ
ンバータ化が遅れていた中・小容量の
冷蔵庫にまで広がっています。当社は、
パワーデバイス・ドライブ回路・保護
機能を 1 つのモジュールに取り込んだ
小型のモータドライバー IC ＝ IPM（イ

ンテリジェントパワーモジュール）を
提供することで白物家電におけるイン
バータ化、省エネに貢献しています。
同様のことが他の白物家電にも適用さ
れ、ハイペースで売り上げ規模を増や
し続け、電源用半導体、車載用半導体
に並ぶパワー半導体事業の主力製品に
まで成長してきました。
　当社のIPM は小型化だけではなく、

“MOSFETを搭載した IPM”をライン
ナップに持つことが特徴です。以前は、
家庭用エアコンのファンモータや冷蔵
庫のコンプレッサを駆動する定格 5A
までの比較的小電流用途においても、
パワースイッチング素子に IGBT を使
用した IPM が主流でした。当社は、モ
ータ、コンプレッサの実際の使用条件
下において、MOSFETがIGBTより高
効率であることに着目し、内蔵ダイオ
ードの課題を解決することで高効率駆
動を実現できる IPM を製品化しまし
た。省エネを実現できる IPM との評価
を受けて急速に市場に受け入れられ、
家庭用エアコンのファンモータドライ
バー IC で「5 割に迫る世界シェア」を
獲得するまでになりました。

　さらに当社では、モータの低損失化
に向け、制御面での技術開発も実施し
ています。
　高効率、長寿命という特長から、エ
アコンや冷蔵庫、小型家電のモータと
して、需要が拡大している 3 相ブラシ
レスモータがあります。3 相ブラシレ
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当社技術力で 顧客満足と社会貢献を実現

世界のインバータ化、当社技術力で白物家電の省エ ネ化に貢献 特集 2

 

主な白物家電向けモータ駆動用 IC

室内機ファン

室内機ファン

室外機ファン

室外機コンプレッサ

ポンプ
ヒートポンプ用
コンプレッサ

循環・給水・
排水ポンプ

メインドラム 乾燥用ファン

室外機ファン

室外機コンプレッサ

コンプレッサ
（冷却ユニット）

省エネ対応製品開発

低コスト IPM 開発

高付加価値 IPM 開発

■冷蔵庫

■洗濯機

■食洗機

■業務用エアコン ■エアコン

製氷機・
庫内ファン
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スモータをインバータ制御するには大
きく 2 つの方法があります。1 つは矩
形波駆動であり、もう 1 つは正弦波駆
動です。矩形波駆動は、制御回路が比
較的簡単ではありますが、高調波成分
を多く含んでしまうため、効率が良く
ありません。一方、正弦波駆動は、イ
ンバータ制御に最適なサインカーブの
電流波形を出力するので変換効率が優
れていますが、制御が複雑で回路規模
が大きくなるという欠点があります。
　当社は、正弦波駆動が可能なモータ
コントーラを内蔵した IPM を開発しま
した。モータコントローラ、モータド
ライバー、出力 MOSFET/IGBT を全
て 1 パッケージに収めているため、速
度指令の入力のみで正弦波駆動が可能
です。制御内蔵 IPM には、モータ磁石
の位置センサの信号を受けて正弦波駆
動を行うタイプと、位置センサが不要
でより高効率なセンサレスベクトル制
御により正弦波駆動を行うタイプを揃
えています。位置センサに対応した製
品は、センサに必要な電源及びアンプ

回路を内蔵しています。センサレスベ
クトル制御製品は、専用ソフトウエア
を用いてモータ制御に関する設定数値
を選択するだけで調整が可能です。両
製品ともに省エネはもとより制御基板
の小型化に加え、お客様の設計開発・
評価コストの低減に貢献します。
制御内蔵 IPM は、50W クラスまでの

モータに対応した SX シリーズから、
100W クラスのモータに対応した SIM
シリーズへ、製品バリエーションを順
次広げていく予定です。
 将来的には、エアコンなどの白物家電
分野のみならず、自動車分野への展開
も視野に入れ、さらに技術を進化させ
ていきたいと考えております。

世界のインバータ化、当社技術力で白物家電の省エ ネ化に貢献 
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能登半島地震の発生

輪島市が主導となった「町
おこしイルミネー

ション」企画の原点は、2007 年
3 月に起きたある出来事でした。
　能登半島を襲ったマグニチュー
ド６．9（震度 6 強）の大地震によ
り、輪島市を中心に石川県内の
被害は死者1名、負傷者 356名、
家屋全壊 684棟にもなりました。
　その後、地震の影響で風評被
害もあり、輪島市の観光客は激
減しました。

石川県輪島市、日本海に面した斜面に沢山の田んぼが棚のように
広がる通称「千枚田」があります。
その美しさから国の名勝地にも指定されているほど。輪島市の白
米千枚田は、甲子園球場のほぼ同じ広さの４ヘクタール。ひな壇
のように重なる田んぼの数は 1004 枚にもなります。

ここから、輪島市役所に地元企業の石川サンケンが
技術協力した物語をお伝えします。　　

千枚田で「あぜの万燈（あかり）」
というイベントを開始

キャンドルをLEDに換えれば
長期間開催できるのではないか

輪島物語 with 石川サンケン

震災の翌年、
2008年に観光地のイメー
ジを回復させようと始めたの
が「千枚田あぜの万燈（あ
かり）」でした。あぜ道をキャ
ンドルの灯りで彩るイベント
で 10月に開催。しかし、キャ
ンドルでは、キャンドルの交
換・点火に多くのボランティ
アが必要なため一晩限りの開催しかできません。キャンドル
の炎で夜の千枚田が浮かび上がる光景は幻想的な美しさで、
想像以上でした。大変好評で観光客だけではなく、地元か
らもこんなに観光客が来ていただけるなら、なんとか複数日
開催してもらえないかと輪島市へ要望が寄せられました。

長期間の開催を可能にしたのは、石川サンケ
ン株式会社でした。当初、難し

い課題を輪島市役所から相談されました。
「太陽光発電自立型にすること」
「キャンドルの炎のように揺らぐようにすること」
「自動的に点灯し消灯すること」
これらの要請に加え、最も難しかったのは

「輪島市の冬は日照時間が短いため、少ない光を効率的に集
めて充電すること」でした。

半年の試行錯誤を重ねて完成したのが、
LED「ペットボタルⓇ」でした。

① 日中に太陽光パネルで発電し内部電池に充電します。
② 暗くなると光センサーにより自動的に点灯します。
③ 日照対策はフル充電で 3 日間点灯できるように、
　 ４時間のタイマーを設定。
④ 揺らいでいるように見える灯は蛍の光の強弱を
　 イメージしてプログラミングされています。

石川サンケンでは、課題解決に
向け、技術を短期

集中して製作しました。それは輪島市役所の
担当者が「この自然景観を活かしていこう、
過疎化している能登半島に人を呼び寄せてい
こう」と熱心にアイデアを出していく姿に心
を動かされたのです。

特集 3 地元行政との共生 能登半島地震から輪島市 内観光地復興の物語
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ピンチがチャンスに変わった！！

ＬＥＤによるイルミネーション ⇒
夜のイベント期間 2 カ月に延長

能登の震災を経て観光客を呼び戻そうとした輪島市に協力してサンケンの
技術を地域貢献に役立てることができた CSR 活動の好事例です。

輪島市長
梶 文秋（かじ ふみあき）様

「白米千枚田」で長期間のイ

ルミネーションイベントを開

催するために、厳しい条件

の中、業務を超えた熱意で取り組んでいただき、

LED「ペットボタル®」を開発することができまし

た。心より感謝申し上げます。おかげさまで「あ

ぜのきらめき」は冬の能登を代表するイベントに

成長し、能登半島地震からの復興を遂げること

ができました。これからも多くの観光客を感動さ

せるイベントとして、進化し

続けていきたいと考えてお

ります。

転機は 2011年11月、 LED「ペットボタルⓇ」
を使って千枚田をイルミネーションする

「輪島・白米千枚田あぜのきらめき」がスタート。キャ
ンドル使用の時に比べ、期間はおよそ 2カ
月にも延びました。（好評なため近年は10
月～ 3 月の 6 か月間）
　 現 在 LED「 ペ ット ボ タ ル Ⓡ 」の 数は
21,000個。毎年、350名ほどのボラン
ティアが手作業で設置しています。

すでに 7 回目を迎えた千枚田の
イルミネーション
　黄昏時から、あたりが薄暗くなった途
端にピンクの灯りがつきはじめ、幻想的
なイルミネーションが広がります。
　キャンドルの炎の様な LEDの灯りと、海岸に打ち
寄せる波の音が重なるとより幻想的に。そして、点
灯が始まってから 30分後、LED「ペットボタルⓇ」
にある変化が。輝きは、ピンクから黄色に変化します。
30分ごとにピンク⇒黄色⇒ピンク⇒黄色…と変化
していくのです。黄色は稲が実った様子をイメージ
しています。

（輪島市役所とタイアップ）能登半島地震から輪島市 内観光地復興の物語

当社は地域活性化のために LED「ペットボタルⓇ」と呼ばれる太陽光発電パネル付
LED（発光ダイオード）を使用し、各地行政に技術供与をしています。LED「ペット
ボタルⓇ」の仕組みは容器に「太陽光発電パネル」、「充電池」と「LED」を組み込んだ
もので、昼の太陽エネルギーで発電・蓄電し、暗くなると LEDが自動的に点灯する
というシンプルな発光装置です。化石燃料による発電ではなく、太陽光エネルギー
を利用するものなので地球環境に優しく経済的と大変評判をいただいています。

LED「ペットボタルⓇ」

なぜ、輪島市では、千枚田にイルミネーションをしかけるこ
とを計画したのか？

輪島市産業部観光課の古戸主幹によると
「輪島市は、輪島朝市、白米千枚田など数多くの観光名所がありますが、
宿泊されるお客様は全体の15％程度しかいません。通過型観光から滞
在型観光への転換が長年の課題でした。能登半島地震というピンチを乗
り越え観光オフシーズンである冬場に夜のイルミネーション『あぜのきら
めき』を行い、冬場の宿泊客が少しずつではありますが、伸びてきてい
ます。まさに、ピンチがチャンスに変わりました。」
千枚田に近い輪島市内の旅館の女将はこう言っています。

「12月は以前であればこんなににぎやかではないのですが、年々お客様
が増えてきた感じがします。」

「宿泊されるお客様のだいたい 8 〜 9 割は千枚田に
お出かけになります。」
　前出の古戸主幹によれば、今後はマンネリ化を防
ぎ、リピーターを増やしていきたいと言っています。
　LED「ペットボタルⓇ」は、１色からスタートしまし
たが、2013年には 2色になり、2017年には鈴虫
の鳴き声が聞こえる「鈴虫型ペットボタルⓇ」も登場しました。
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当社は地元の障がい者施設への支援
も、重要なＣＳＲ活動と考えています。

2014 年から不定期ではありますが、
本社近くの障がい者施設「社会福祉法
人にいざ　福祉工房さわらび」さんの
保存料・着色料を使わない手作りの安
心安全なクッキーを社内で販売していま
す。

販売の目的としては、障がいのある
人たちが自立した日常生活または社会
生活を営むことができるように当社の多
くの社員と直接コミュニケーションをし
ていただき、触れ合うことで、それぞ
れの利用者が力を発揮し、自己実現が
図れ、社会参加へのきっかけとなること
を目指しています。

販売終了後は社内見学を行い、当社
社員が働いている姿を見て雰囲気を体

感していただくことで障がい者施設の
方からは大変喜ばれております。

この１年間は、もう一歩踏み込んだ
障がい者施設支援として、当社の実際
の業務を委託していくＣＳＲ活動を始め
ています。これが更なる障がい者の自
立と社会参加を支える力強い地域づく
りへ繋がると考えています。

１．地域貢献活動の為に社内で使用する、
砲弾型ＬＥＤのリードカット、フォーミン
グ作業

２．郵便物の封入、宛名貼り作業

いずれも、ミスはなく、良い出来栄
えでした。この活動を通じ、委託でき
る業務はお願いし、当社社員の仕事の
効率を向上させ、働き方改革へとつな
げていきたいと考えています。

今後も、社内でさらに依頼ができる
他の業務を抽出し、福祉工房さわらび
さんと検討を重ね、支援を拡大してい
きたいと考えています。

販売支援の枠から業務依頼により仕事の楽しさを！！

「社会福祉法人にいざ　 福祉工房さわらび」

サービス管理責任者    　
谷平  健人 様　

⇒

日ごろから焼き菓子の販売機会を定期的に作っていただき、ありがとうございます。
いつもたくさんお菓子を作って準備をするのですが、毎回売り切れになってしまい、
ありがたい限りです。

また、近ごろは LEDのリードカット作業や、郵便物の封入作業もいただけるよう
になりました。利用者の中には、将来的に就労を目指しておられる方々も多くおりま
すので、地域の企業様の仕事の一部に携わることができ、更に社内見学までさせてい
ただける体験はとても貴重で、利用者、職員一同大変喜んでいます。

これからも、更にサンケン電気様との繋がりが深まり、広がって行くことを願っています。
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経営理念を実
現するための
社員の心構え

選 任 選 任 報 告 報 告選 任

報 告 監 査

監 督

担当部門による
管理指導報告

執 行 役 員

サ ン ケ ン グル ープ

CSR室管 理 本 部

働き方改革推進本部

欧米事業戦略本部

技 術 本 部

生 産 本 部

パワーシステム本部

営 業 本 部

ガバナンス領域

業務執行領域

経 営 会 議

誠実で存在感のある会社を目指し、
管理体制の充実を図っています。

　当社は企業価値の向上と社会的責任（CSR）を
果たすため、経営目標の設定ならびにその執行を
適正に行う仕組み（コーポレートガバナンス）の充
実を図っています。

コーポレート ガバナンス体制

　当社は会社の運営に必要な機関として、「取締役会」「監
査役会」「会計監査人」を設置しています。
　また、執行役員制度の導入による経営と執行の分離、内
部監査および内部統制評価によるコーポレートガバナンス
体制の整備を進め、経営の透明性の向上に努めています。

コーポレートガバナンス体制図

監 査 監 査

連携
報告

監 査

監 査

答申
報告指揮命令

監督 諮 問

代 表 取 締 役

CSR委員会

サンケングループのCSR
　
　サンケングループの理念体系は、経営理念、行動指針、
コンダクトガイドライン（行動基準）の 3 つで構成されていま
す。

経営理念の実践を通して、
CSRの実現を目指します。

サンケングループCSRの基本方針

1. 倫理法令を遵守した公明正大な行動　 
企業は社会の一員であり、当社は「誠実」
な企業活動を通して社会の信頼に応える。

2. 総合技術力による省エネ製品の提供
持続可能な社会環境の実現に向け、当社は固
有技術を集結して環境問題の解決に努める。

3. 利害関係者（ステークホルダー）との
　 良好な関係

当社とさまざまな関係を有する個人、団体、
地域に対して、必要な対話と協力を行う。

　この理念体系をもとに CSRの基本方針ができています。

経営理念

行動指針

サンケンコンダクトガイドライン
（行動基準）

会社としての
目指す方向

● 社長の基本姿勢と
コミットメント

● 行動指針に定める、
遵 守すべき重 要な
ルールの具体化

● 社員の行動責任の
明確化

● ステークホルダー
へのコミットメント

・私たちは、半導体をコアビジネスに、パワーエレクトロ
ニクスとその周辺領域を含めた最適なソリューションを
提供することを使命とし、世界各国の産業・経済・文
化の発展に寄与する。

・私たちは、常に技術力と創造力の革新に努め、品質
の確かさを追求する。さらに顧客と価値観を共有し、
独自の技術をもってグローバルに事業を展開する。

・私たちは、従業員一人ひとりを尊重し、すべての従業
員に公正に接する。また、従業員は信頼される個人、
そして企業人として成長するよう努める。

・私たちは、技術と創造を重んじる企業人として、高い
倫理観に依って業務を遂行し、公正さと高潔さをもっ
て顧客や取引先に対して接する。

・私たちは、株主のために会社の価値を最大限に高め、
社会的な責任を果たし、環境との調和に努める。

経 営 理 念

サンケン電気株式会社
サンケングループ

社規社則

CSR体制CSRの取り組み
コーポレート ガバナンス

株 主 総 会

会 計 監 査 人 監 査 役 会取 締 役 会

デバイス
事業本部
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内部統制推進委員会
　金融商品取引法が定める、財務報告の信頼性が確保され
る体制を維持・推進するため、CSR 室長を委員長とする内
部統制推進委員会を設置し、当社およびグループ会社の各
部門における業務の点検を支援するとともに、全社レベル
および業務プロセスレベルにおける統制活動の有効性を審
査・評価しています。

さまざまな委員会や専門組織が、
CSRの推進を図っています

　当社は責任ある企業活動の推進によって企業価
値の持続的な向上を図ります。
　CSR の組織全体への浸透と実践に向け、「CSR
委員会」が組織横断的な専門組織として推進を行
っています。

CSR 委員会

CSR 委員会は、各本部長が委員として任に当たり、グ
ループ全体の CSR 活動を統括しています。

（ 基本方針 ）

1. 経営理念、経営計画への適合

2. 経済・法令・倫理的なリスクコントロール

3. 活動結果の開示と多様な関係者との対話

CSR推進体制
社　長

CSR 委員会

安全衛生
委員会

中央環境
会議

内部統制
推進委員会

危機管理
委員会

内  部
監  査

CSR 委員会

内部統制
推進委員会

生産統
括部門

営  業
部  門 

管  理
部  門

グループ会社

CSR委員会・内部統制推進委員会・内部監査

　2017 年度の内部統制活動としては、業務プロセスのコ
ントロール項目の見直しと評価作業の効率化を重点的に推
進してまいりました。

内部監査

当社は、「コンダクトガイドライン」（行動基準）を基本
に倫理法令遵守、リスクマネジメント、不正の抑止と発見、
経営の効率化を目的とした「内部監査」および「モニタリ
ング」を実施しています。監査手法としては、リスクアプ
ローチに基づく重要性、影響度を評価した上で選定したテ
ーマを重点的に監査し、また、コンピュータ利用監査技法

（CAAT）の活用範囲を広げ、経営者のニーズに合った内容
での監査を実施することにより、内部監査の付加価値の実
現（改善提案）を図り、経営リスク管理を支援・推進して
います。

内部監査の結果は、経営層ならびに監査役に報告され、
当社およびグループ会社の業務やシステム並びにこれらの
管理方法の是正・改善に反映されます。

また、基幹システムに蓄積されたデータを定期的に分析
するモニタリングを通じて、事業活動を観察し、異常値を
発見した場合には現場部門にフィードバックをして改善を
促すこととしています。

さらに、e- ラーニングや小冊子コンプライアンス教育の
実施、身近な事例に基づくコンプライアンスマガジンの発
行などにより、当社およびグループ会社社員のコンプライ
アンス意識の醸成・浸透を図っています。

コーポレート ガバナンス
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　Power & Enegy Solution for Smart Community と
掲げて、フライホイールの実機を含む ESS/ 蓄電システム、
PCS/ パワーコンディショナ、UPS/ 無停電電源装置等の
装置を、製品やパネルで展示しました。
　また、ブース内のモニターでは、エネルギーソリューシ
ョンのプレゼンテーションの他、資料映像の上映を行いま
した。

テクノフロンティア 2018 へ出展
　2018年4月18日～20日に幕張メッセで開催されまし
た 「TECHNO-FRONTIER  2018」に出展いたしました。
　「Power IoT ※」をコンセプトに「デジタル & パワー ソ
リューション」 「モータ & センサ ソリューション」をテー
マに展示いたしました。
　各エリアでは来場者と説明員との間で活発な質疑応答が
展開されました。
　また、ブース前では 30分毎に製品の特徴に関しプレゼ
ンテーションを開催し、大変な人だかりが出来ておりまし
た。3日間で約 3,000名を超えるお客様が当社ブースに
ご来場されました。

お客様へ最適なトータルソリューションの提供

　当社グループは、お客様の声を開発・製造部門
までフィードバックすることで高品質・高性能な
製品の提供を行い、お客様信頼度の向上に努めて
います。
　　　

オートモーティブワールドへ初出展

　2018年1月17日～19日に東京ビッグサイトで開催さ
れました「 第10回　オートモーティブワールド」に出展
いたしました。この展示会は、自動運転、車の電子化・電
動化、軽量化など自動車業界における先端テーマの最新技
術が一同に集まったものです。当社は 180インチの大型
スクリーンでのプレゼンテーションや、新製品のパワーデ
バイス、要素技術などを紹介し、連日盛況のなか、具体的
な受注に向けて拡販活動をすることができました。 
今後も魅力のある商品の提案を続けてまいります。

国際スマートグリッド展へ出展

　2018年 2月 28日～ 3月 2日に東京ビッグサイトで開
催されました「第 8 回 国際スマートグリッド展」に当社
パワーシステム部門が出展いたしました。

お客様との関わり
社会【 ステークホルダー 】

※ “Power I oT ” とは、I oT（モノのインターネット）時代の新たな電源
のカタチです。簡単に言えば、通信に接続され、通信経由で監視
／制御が行える電源のことです。



19 2018 CSR 報告書

購入に対する姿勢
　
　当社は、購入に関しての基本方針、取引原則および倫理
原則を「行動管理基準」に定め、誠実で透明な取引環境の
向上に努めています。
　なお、調達業務の運用状況については、監査部門による
定期的な確認が行われています。

  【 調達基本方針 】 

1. 法令を遵守し、環境にも十分配慮します。
2. グローバルな観点で最適調達を目指し､ お取引

先との相互理解と信頼関係に基づくパートナー
シップを構築します。

3. お取引先へオープンで公平な参入機会を提供
し、国籍・企業規模・取引実績の有無を問わず、
QCDE 満足を基本に選定を行います。　

　当社は、グローバルな調達活動において国内外の
多くのお取引先の人権や労働に関する基本的な権利
を尊重するとともに、常に公平で透明な取引が誠実
に行われるように取り組んでいます。

公正・透明・誠実なお取引を通じて
共存共栄を図っていきます。

コストの
合理化強化1. 調達SCM

の改善2. CSR調達
の推進3.

お取引先との関わり

デバイス事業本部長

社会【 ステークホルダー 】

品質管理手引書の改定

　ISO9001：2008、及び ISO/TS16949 がそれぞれ
ISO9001：2015、IATF16949 への移行したことに対
応し、品質管理の手引書を 6 版として改訂し、2018 年
3 月に配付し、要求事項を社内はもとより、二次外注先へ
の確実な伝達・展開を依頼しております。

お取引先選定について

　当社では公明正大な選定を行い、「調達基本方針」に基
づき広く世界に目を向け、平等な取引の機会を提供しなが
ら自由競争の原則に則ってパートナーシップの構築ができ
るお取引先を選定しています。

お取引先事業方針説明会の開催

　緊密で長期的なビジネスの発展を図
る目的から、お取引先事業方針説明会
を毎年開催しています。
　 2018年度は100社（190名）のお
取引先にご出席いただき、当社社長か
ら「2017年度通期業績」、「2018年
度業績見通し」、「2018年度中期経営
計画（18中計）」を説明いたしました。
　続いて、デバイス事業本部長、パワーシステム本部長か
らそれぞれ、「重点施策」や下記の「お取引先へのお願い」
を改めて説明させていただきました。

　  【お取引先へのお願い】

（１）デバイス事業本部
◆ 部材（ウェーハ、フレーム等）の安定供給

需要に合わせて、生産を拡大していきます。
安定的な部材供給をお願い致します。

◆ 製造ラインの計画的な立上げ
需要に合わせて設備投資を行います。 設備納期の短縮と、
早期立上げにご協力お願い致します。

◆ 高品質・低価格、新規共同開発のご提案
ビジネス拡大に向けた価格競争力、品質向上及び
協業の拡大やパートナーシップの強化をお願い致します。

（２）パワーシステム本部
◆ 部品・材料の安定供給

世界的に部材が逼迫している状況です。
安定供給へ最大限のご協力をお願い致します。

◆ 自動化（LCA）に向けたご提案 
自動化の推進に注力致します。自動化へ向けた
部品・設備のご提案をお願い致します。 

◆ 原価低減のご提案 
原価低減が早急の課題となっています。 
材料・加工方法など多くのご提案をお願い致します。

当社社長

パワーシステム本部長
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労働環境の質的充実に向け、
さまざまな取り組みを行っています。

従業員との関わり

　当社は、「従業員一人ひとりを尊重し、すべての
従業員に公正に接する」ことを経営理念に掲げて
います。この考えを基本として、当社は従業員の
能力開発に必要な機会、安全で働きやすい職場環
境の整備に注力しています。

社会【 ステークホルダー 】

仕事と生活との両立に向けた取組み

　当社は従業員の仕事と家庭の調和 ( ワークライフバラン
ス ) を重視しており、働く環境の整備と支援体制の充実を
進めています。
　埼玉県の「ウーマノミクスプロジェクト」から、「多様な
働き方実践企業（ゴールド）」の認定をいただき、女性が
いきいきと働き続けられる環境づくり、従業員の仕事と子
育て等の両立の環境づくりも図っています。

　また、女性社員はもちろ
んのこと、男性社員の育児
休暇取得促進や子育て参加
に関する啓蒙活動も積極的
に行っており、「くるみんマー
ク」も取得しております。

 

 

 

【 女性社員インタビュー 】

管理本部総務人事統括部人事部人事課    苅谷  久恵（かりや  ひさえ）さん

女性が働きやすい職場です
　私は 2014 年 12月に第 1子を出産し、育児休暇取得後、子
どもが1歳 4カ月のときに同職場へ復帰しました。妊娠中から
現在に至るまで会社の制度を活用しています。妊娠中は検診有
給休暇、その後は、法律を上回る産前産後休暇や育児休暇を取
得しました。周りには育児中や育児経験者の先輩たちが多くい
るため、制度を取得することにあまり不安はありませんでした。
　復帰後は育児短時間勤務を利用しています。働く時間が限ら
れ、出産前と比較すると時間がとても貴重なものとなりました。
限られた時間で効率良くすることを真剣に考えながら、仕事に
取り組んでいます。また、周りの方々に助けられながら今の自
分があるということを再認識しています。
　育児は想像以上に大変で、仕事との両立は苦労の連続ですが、
育児を経験することで得ることのできた考え方を活かし、今後
も自分らしく育児と仕事に取り組んでいきます。

グループ全体における女性の活躍の推進

　当社および国内グループ会社において、中長期的な女性
の活躍を推進するため、２０１２年度から約８０名（１～４
期生）を選抜し、ポジティブアクションを実施しています。
この取組みは、メンバーの上司にも参加してもらい、上司
によるＯＪＴを実施するだけでなく、以下のような成長の
きっかけをつくるための教育や女性が活躍するための環境
整備も含め取組んでいます。

　【主な教育】

• 外部女性管理職や役員による講演会

•『ロジカルシンキング』・『巻き込み力』等の研修

• メンバー主導で課題設定を行い、実践的に取組む
  チーム活動

働き方改革『意識改革・業務改革・制度改革』

　当社は、これまでも女性活躍推進・生産性向上・ワーク
ライフバランスの実現に向けた各種施策を推進してきまし
たが、経営課題の解決と働く人の喜び・幸せの実現という
明確で強いトップ方針のもと、2018年 4月1日付で「働
き方改革推進本部」を新設しました。当本部は、社員が
信頼し合い健康的に働くことにより、力強く健全な会社で
あり続けるという好循環な構造を創出することを使命とし、

「意識改革」「業務改革」「制度改革」の３つの柱を実現す
るために、IT 推進部・人材開発課・働き方改革課の３つの
部署で構成されています。サンケン電気としての課題抽出、
施策検討を行い、各部署それぞれの使命・役割を認識し、
イキイキと働く企業風土の醸成を目指し、innovationの風
を吹かせてまいります。
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④	全社員を対象とした「防災避難訓練」を各事業所毎に実
施しました。

⑤	消防隊員による普通
救命講習会を開催し、
万一の際にも慌てな
いで救命活動ができ
るよう訓練しました。

⑥	社用車を運転する方、
あるいはマイカー通
勤者、自転車およびバイク通勤者を対象に「交通安全講
習会」を春・秋に開催し、通勤途上災害はもとより交通
事故撲滅に努めました。

⑦	社用車における事故防止対策の一環として、通信機能付
きの「ドライブレコーダー」を全車両に搭載し、複数の
管理者による監視を継続的に実施しました。

⑧	受動喫煙防止対策および健康経営の一環として、国内全
営業所を全面禁煙としました。

多様な人材獲得への取組み

　様々なバックグラウンドを持った人材が集まり、新しい
価値観がぶつかりあい、それによりイノベーションが生ま
れることを期待しています。
　障がい者採用はもちろん、当社のビジネスが一段とグロ
ーバル化する中、積極的に外国人を採用する等、多様な人
材の獲得に取組んでいます。
　また、学生が社会に対する理解を深める機会を提供する
ために、埼玉県の企画である海外インターンシップ事業等

（北米の関連会社へ学生２名を派遣）の参加、大学との連携
も含めた短期～長期のインターンシップ受入等を行ってい
ます。

職場の安全と安心への取り組み

　各事業所の安全衛生委員会を毎月開催し、職場の安全と
安心への取り組みを推
進しています。また全
社的な取り組みとして、
中央安全衛生委員会を
四半期毎に開催し、各
事業所との連携を図り
ながら様々な活動を展
開しています。

2017 年度の主な取り組みとしては、
①	安全教育の一環として、専門業者による「薬品取扱講習

会」および「高圧ガス保安講習会」を開催し、実際に発
生した災害の発生原因や対策など、事例に基づいた教育

社長

各事業所長

各部門

中央安全衛生委員会

事業所安全衛生委員会

※期末時点 2014 2015 2016 2017 2018

新卒採用数 16 16 28 17 22

（内 外国人） 1 6 7 3 7

中途採用数 10 9 7 25 -

障がい者雇用数 32.5 34 32 32 -

インターン数 18 19 19 23 -

を管理者も含め、実施しました。
②	化学薬品の取り扱いについて、指定数量や施錠管理等の

確認を全社的に実施しました。
③	自動車とは使い勝手が大きく異なるフォークリフトです

が、使用頻度が高い人、低い人共に無事故・無違反を目
的とし簡易的な競技を含めた講習会を実施しました。

従業員との関わり
社会【 ステークホルダー 】

薬品取扱講習会 高圧ガス保安講習会

通信機能付きドライブレコーダー

フォークリフト安全運転講習会

普通救命講習会
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新座市　野火止小学校　環境教室　サンケン電気
　

　2017年6月16日、新座市　野火止小学校において『環
境教室』を開催し、『環境・LED についての学習』、『LED「ペ
ットボタル®」工作』を行いました。『白熱球と LED の温度
比較』や、『三択クイズ』、『LED「ペットボタル®」工作』な
どを通して、子どもたちも楽しみながら、環境や LED に
ついて学んでいただきました。

地域密着のさまざまな活動を行い、
企業市民としての社会貢献を行っています。

埼玉りそな銀行様とのCSRコラボ  サンケン電気

　毎年好評を博している「りそなキッズマネーアカデミー」
に今年もお招きいただきました。昨年に引き続き、埼玉り
そな銀行様の「お金の教室」と当社の「エコ省エネ」、「LED
工作」を行いました。
　2017年8月29日、埼玉りそな様の和光支店にて小学
校 5、6 年生を招待して開催いたしました。
　すでに 2 学期が始まっている学校もあった中、50名の
小学生に参加いただきました。
　前回より難易度が UP した座学にも、元気いっぱいに回
答をしてくれたり、LED「ペットボタル®」工作も熱心に取

社会・地域の皆さまとの関わり
社会【 ステークホルダー 】

り組んでいただきました。
　埼玉りそな銀行様との CSRコラボは運営方法等を含め、
勉強になる点が多く、当社 CSR推進者にとっても貴重な
体験となっております。
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第 18 回　小学生ものづくり教室　石川サンケン
　

　2017年8月18日、石川サンケンによる「第18回　小
学生ものづくり教室」を開催いたしました。地元の小学校 5、
6 年生を対象に LEDライト（防犯ブザー付）の工作を町野工
場で行いました。半田付けなどの基板づくりからスタート
しましたが、子供たちは
熱心に取り組み、完成後
にはものづくりの楽しさ
を感じてもらえたようで
した。昼食は、社員と同
じものを食べていただき、
午後は工場見学を行いま
した。

地域密着のさまざまな活動を行い、
企業市民としての社会貢献を行っています。

社会・地域の皆さまとの関わり
社会【 ステークホルダー 】

夏休み親子 LED 体験教室　福島サンケン

　福島県二本松市に拠点をおく福島サンケンは、地元の
工業高校の生徒とのコラボイベントとして、2017年7月
22 日に「夏休み親子 LED 体験教室」を開催いたしました。
今年で 8 回目となる当コラボですが、LEDを手作りすると
いう初めての試みを実施いたしました。
　開催場所である「市民交流センター」には昨年の約 2 倍
にあたる 62名が集まり、親子で真剣に LED の製作を行っ
ていただきました。地元新聞の「福島民報社」にも取り上げ
ていただき、大盛況に終えることができました。
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輪島市  小学生 LED「ペットボタル®」教室　石川サンケン

　石川県奥能登を代表する観光スポットである棚田「白米
千枚田」をイルミネーションで彩るイベント「あぜのきら
めき」。このイベントで実際に使用されている LED「ペッ
トボタル®」を地元の小学生たちと製作しました。
　2017年9月7日～ 28日で輪島市小学校 6校にご参加い
ただき、170名の小学生に
LED「ペットボタル®」を製
作いただきました。教室で
の様子が地元テレビ局に取
材され、ニュースで放映さ
れました。

青少年のための科学の祭典へ出展　鹿島サンケン

　2017年11月26 日、神栖第一中学校にて、神栖市教育
委員会主催の「青少年のための科学の祭典」が開催され、鹿
島サンケンも初出展をいたしました。「青少年に科学の魅力
を体験できる機会を提供すること」を目的としたイベント
となるため、省エネに関してのエコ学習や LED｢ペットボ
タル®」工作を実施し、59名の小・中学生に来場いただき
ました。

新座市立東北小学校 5年生「エコ調査」協力
サンケン電気

　2018 年 3月14日、16日の 2 日間で、新座市　東北小
学校から、5年生が授業の一環として行っている「エコ調
査」に関して、サンケン電気へ調査協力の依頼がありまし
た。「本社見学」や「LED の工作」等、エコに関する取り組
みや、LEDに関する工作などを行い、総勢120名に参加
いただきました。地元の小学生に、サンケン電気のエコ・
省エネの取り組みを知って
いただくきっかけとなりま
した。
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　・加湿能力不足の解消
　・ＨＥＰＡフィルターによるクリーン度向上
　・省電力　2016 年空直起電力の 15.7％削減

福島サンケン

太陽光発電の設置
　再生可能エネルギーの導
入として昨年の川越工場に
続き本年度は福島サンケン
に太陽光発電を設置しまし
た。また、省エネ効果を高
めるため電力デマンド装置
も導入いたしました。

受賞 : 東北経済産業局長賞

　18 年 2 月、エネルギー管理優良工場部門において東北

経済産業局長賞を受賞しました。

改善内容

　①排熱を空調に利用

評価設備の排熱を、排気ダクトを分岐し事務所側へ引き

込み暖房負荷の軽減を図りました。

　　年間効果金額　84 千円

　②人感センサー活用

エアコン消し忘れタイマーに人感センサーを取り付け、

無人の際は停止するよう制御し節電効果を拡大させま

した。

年間効果金額　255 千円

　当社は、かけがえのない地球環境を健全な状態で
次世代に引き継いでいくために、事業活動と環境活
動の融合を図り、低炭素社会、循環型社会、自然共
生社会を目指し、「最先端のエコ・省エネ製品で地
球環境に貢献」をキャッチフレーズに環境活動を推
進しています。

環境マネジメントシステム推進体制

　効率的かつ的確に環境経営を推進するため、代表取締役
の直属組織である「CSR 委員会」を母体として、グルー
プを横断する環境管理体制を構築しています。
　当社は、国内、海外の製造拠点の全てにおいて環境マネ
ジメントシステムを構築し、ISO14001 認証を取得して
います。また、ISO14001 新規格（2015 年版）対応に
ついても計画的に進め
ており、2017 年１月
以降、順次認証更新を
計画しております。
　事業の特性に応じた
環境に配慮した製品開
発、廃棄物や資源エネ
ルギーの削減などを通
じて環境保全に取り組
んでいます。

鹿島サンケンの環境パフォーマンス
　2020 年までに HCFC(R22) の全廃を目指して空調機
の交換を進めています。

　更に、確実な法規制遵守のために、排出ガス、排水、騒音・
振動等について、拠点ごとに法律や条例の規制値より厳し
い自主管理値を設定しています。
　2017年度も行政機関等から指導、勧告等、及び近隣か
らの環境に関する苦情はありませんでした。

    予想効果

　・冷房能力不足の解消
　・除湿能力不足の解消

環境活動の考え方、環境活動体制

低炭素社会の実現に向けて

グループ各社
環境会議

サンケン電気
環境会議

CSR 委員会

グループ各社
環境会議

サンケン電気
環境会議

SG 環境会議

社　長

CSR 委員会

SG:
サンケングループ

環境に関する事項

対象の空調機は 45 台
2017 年 2018 年 2019 年 2020 年

5 台 10 台 18 台 12 台

実施済 計画 計画 計画

概要

発電出力 39．2 ｋｗ

パワーコンディショナー 当社販売製品×４台

投資額 １２．４百万円
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商号	 サンケン電気株式会社

	 Sanken Electric Co., Ltd.

本社所在地	 〒 352-8666 埼玉県新座市北野三丁目 6 番 3 号

設立	 1946 年（ 昭和 21 年）  9 月 5 日

資本金	 208 億円（2018 年 3 月 31 日現在）

決算期	 3 月 31 日

営業・事業所    	 国内 10 ヶ所

関係会社 	

会社概要

デジタル制御マイコン、電源用レギュレータ IC、モーター駆動用 IC、自動車用パワー IC、照明・ランプ用インバーター IC、
オーディオ用パワー IC、ホール IC、パワートランジスタ、パワー MOSFET、パワー IGBT、サイリスタ、トライアック、
電源整流ダイオード、高速整流ダイオード、高圧整流ダイオード、ショットキバリアダイオード、オルタネータ用ダイオード、
シリコンバリスタ、発光ダイオード（LED）、LED 照明器具

汎用無停電電源装置（UPS）、カスタム無停電電源装置（UPS）、電源管理用アプリケーション、　交換機用直流電源装置、通信・計
装用直流電源装置、電解用直流電源装置、産業モータ制御用インバータ、家電モータ制御用インバータ、高光度航空障害灯システム、
DC-DC コンバータ、自動電圧調整装置、フリッカ補償装置、周波数変換装置、蓄電システム（ESS）
汎用スイッチング電源、カスタムスイッチング電源、サーバ用電源、AC アダプタ

パワーシステム事業

半導体デバイス事業

石川サンケン株式会社 

山形サンケン株式会社

鹿島サンケン株式会社 

福島サンケン株式会社 

サンケンオプトプロダクツ株式会社 

大連三墾電気有限公司

アレグロ マイクロシステムズ インク

アレグロ マイクロシステムズ エルエルシー 

ポーラー セミコンダクター エルエルシー

アレグロ マイクロシステムズ フィリピン インク 

アレグロ マイクロシステムズ （タイランド）カンパニー リミテッド 

アレグロ マイクロシステムズ ヨーロッパ リミテッド 

埃戈羅（上海）微電子商貿有限公司

ピーティー サンケン インドネシア

韓国サンケン株式会社

三墾力達電気（江陰）有限公司

サンケン エレクトリック コリア株式会社

三墾電気（上海）有限公司

三墾電気（上海）有限公司　深圳分公司

サンケン エレクトリック ホンコン カンパニー リミテッド 

台湾三墾電気股份有限公司

サンケン エレクトリック シンガポール プライベート リミテッド 

サンケン エレクトリック（タイランド）カンパニー リミテッド 

サンケン電設株式会社

サンケンビジネスサービス株式会社

サンケンロジスティクス株式会社

単位 : 億円、 人

売上高

営業利益

設備投資

研究開発費

従業員数

2016年  3月期

1,559

　68

104

173

10,044

2017年  3月期

1,587

59

90

159

9,770

2018年  3月期

1,752

120

165

175

9,725

主な業績推移
（連結）

主要取扱品目




